
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家庭用のユースポイント水処理装置であって、
　 と、
　前記 に配置され水から汚染物質を除去するフィルタと、
　前記 に配置され水の中の微生物を殺す放射エネルギ供給源と、
　前記フィルタを通って流れる水の量を監視し前記フィルタが寿命に達した時点で表示を
与えるよう作動するフィルタモニタと、
　前記放射エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与えるよ
う作動する放射エネルギモニタと、
　使用者が前記フィルタモニタからの表示に応じて前記フィルタを交換することができる
よう構成され配置されたフィルタ コネクタと、
　使用者が前記放射エネルギモニタからの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交換す
ることができるよう構成され配置された供給源 コネクタと、
　使用者が前記 を 前記放射エネルギ供給源を電源から自動的に遮断す
るよう構成され配置された連動手段と、
　を具備している家庭用のユースポイント水処理装置。
【請求項２】
　前記供給源 コネクタがねじ付きのねじり取り式回転継手を具備している請求項
１に記載の水処理装置。
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【請求項３】
　ベースをさらに具備し、前記フィルタと前記放射エネルギ供給源が該ベース上に配置さ
れ、該ベースは水処理装置を水供給源と流しとの隣りの家庭用カウンタトップ上に支持す
るようにしている請求項１に記載の水処理装置。
【請求項４】
　前記ベースにはベースの底にベース水入口とベース水出口とが設けられている請求項３
に記載の水処理装置。
【請求項５】
　前記フィルタモニタは水の流れが前記フィルタに存在する時点で表示を与える流れの信
号を提供し、前記放射エネルギ供給源は、前記流れの信号が存在する時前記供給源に電力
を自動的に付与し前記流れの信号が存在しない時前記供給源への電力を自動的に低下する
電力供給回路が設けられ、それにより電気エネルギを保存し、水処理装置とその内部に収
容された水との加熱を防止し、前記供給源の効率を増大させ微生物の殺菌率を最大にする
、請求項１に記載の水処理装置。
【請求項６】
　家庭用のユースポイント水処理装置であって、
　水から汚染物質を除去するフィルタと、
　水中の微生物を殺す放射エネルギ供給源と、
　前記フィルタを通って流れる水の量を監視し該フィルタが寿命に達した時点で表示を与
えるよう作動するフィルタモニタと、
　前記放射エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与えるよ
う作動する放射エネルギモニタと、
　使用者が前記フィルタモニタからの表示に応じて前記フィルタを交換することができる
よう構成され配置されたフィルタ コネクタと、
　使用者が前記放射エネルギモニタからの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交換す
ることができるよう構成され配置された供給源 コネクタと、
　前記フィルタと前記放射エネルギ供給源とが配置されているベースと、
　前記ベースを被覆するカバーと、
　前記カバーが前記ベースから前記フィルタと前記供給源に接近するため動かされた時前
記放射エネルギ供給源を電源から自動的に遮断するよう構成され配置された連動装置と、
　を具備している家庭用使用点水処理装置。
【請求項７】
　前記フィルタが重合体の使い捨てフィルタ圧力容器内に配置され、前記フィルタ

コネクタが差込み継手を具備している請求項６に記載の水処理装置。
【請求項８】
　前記フィルタ圧力容器の周辺部の周りに配置された複数の半径方向に離間された舌片と
、
　前記舌片をねじり運動により係合するための前記ベース上の複数の開口
　とをさらに具備している請求項７に記載の水処理装置。
【請求項９】
　前記ベースと前記フィルタ圧力容器にはエラストマーの摺動水入口シールとエラストマ
ーの摺動水出口シールとが設けられている請求項８に記載の水処理装置。
【請求項１０】
　前記フィルタ圧力容器にはフィルタ水入口とフィルタ水出口とが設けられ、前記フィル
タ水入口及び出口の各々には前記フィルタ圧力容器が前記ベースから取外された時前記フ
ィルタ圧力容器の中の汚染物質と水とを自動的にシールするインライン逆止弁が設けられ
ている請求項９に記載の水処理装置。
【請求項１１】
　前記フィルタはさらに前記水フィルタ入口と前記水フィルタ出口との間に半径方向流路
を有する炭素ブロックを具備し、前記水フィルタ出口には該炭素ブロックの中央位置との
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流体連通部が設けられ前記水フィルタ出口が前記炭素ブロックの外側の半径方向末端位置
との流体連通部を有している請求項１０に記載の水処理装置。
【請求項１２】
　前記炭素ブロックが直径１０ミクロン以下の多数の孔を備えた狭い孔径分布を有する活
性炭から圧縮されている請求項１１に記載の水処理装置。
【請求項１３】
　前記活性炭がさらに該活性炭のマスキングを最小限に押さえる高分子量で低溶融率の重
合体結合剤を含んでいる請求項１２に記載の水処理装置。
【請求項１４】
　前記炭素ブロックの周りに配置され微粒子を捕捉し微粒子が前記炭素ブロックをマスキ
ングするのを防止する多孔質ろ過媒体をさらに含んでいる請求項１３に記載の水処理装置
。
【請求項１５】
　前記炭素ブロックは半径方向に変化する多孔度を有し、該炭素ブロックの多孔度は中央
位置で低く半径方向末端位置で高く微粒子が前記炭素ブロックをマスキングするのを防止
するようにしている請求項１４に記載の水処理装置。
【請求項１６】
　前記ベース上に配置された細長い供給源圧力容器をさらに具備し、前記放射エネルギ供
給源がさらに前記供給源圧力容器内に配置された細長い紫外線放出電球を具備している請
求項１１に記載の水処理装置。
【請求項１７】
　前記供給源圧力容器がねじ付き頸部を有するボトル形状を備え、ねじり取り式継手が前
記電球上に配置されたねじ付きボトルキャップと該ボトルキャップ上に配置された摺動エ
ラストマーシールとを具備している請求項１６に記載の水処理装置。
【請求項１８】
　前記細長い紫外線放出電球の周りにプラグ流れを提供する手段をさらに具備している請
求項１７に記載の水処理装置。
【請求項１９】
　プラグ流れを提供する前記手段は、実質的な接線方向成分を伴う前記供給源圧力容器内
部の水の流れを形成する供給源圧力容器入口を具備し、該供給源圧力容器入口が前記細長
い供給源圧力容器の一端に配置され、供給源圧力容器出口が前記供給源圧力容器の他端に
配置され、半径方向バッフルが前記供給源圧力容器の内部に前記供給源圧力容器入口に近
接して配置されている請求項１８に記載の水処理装置。
【請求項２０】
　家庭用のユースポイント水処理装置であって、
　水から汚染物質を除去するフィルタと、
　水中の微生物を殺すための放射エネルギ供給源と、
　前記フィルタを通って流れる水の量を監視し前記フィルタが寿命に達した時点で表示を
与えるよう作動するフィルタモニタと、
　前記放射エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与えるよ
う作動する放射エネルギモニタと、
　使用者が前記フィルタモニタからの表示に応じて前記フィルタを交換することができる
よう構成され配置されたフィルタ コネクタと、
　使用者が前記放射エネルギモニタからの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交換す
ることができるよう構成され配置された供給源 コネクタと、
　家庭用給水栓の水出口に取付けるようになっている切換弁と、
　を具備し、
　前記切換弁がさらに未処理水供給源の変動する圧力条件のもとで水処理装置を通る水の
流れを調整するための調整器と、使用者が水処理装置の 前記放射エ
ネルギ供給源を電源から自動的に遮断するよう構成され配置された連動手段とを具備して
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いる、
　家庭用のユースポイント水処理装置。
【請求項２１】
　前記調整器は、前記切換弁上に配置された切換装置水出口に配置され水処理装置への水
を切換えるエラストマー製グロメットを具備し、該グロメットがその中を通って水が流れ
る中央開口を有し、該中央開口は管路圧力が増大するにつれて流れを閉塞させる絞りとし
て作用する請求項２０に記載の水処理装置。
【請求項２２】
　家庭用のユースポイント水処理装置であって、
　水から汚染物質を除去するフィルタと、
　水中の微生物を殺すための放射エネルギ供給源と、
　前記フィルタを通って流れる水の量を監視し該フィルタが寿命に達した時点で表示を与
えるよう作動するフィルタモニタと、
　前記放射エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与えるよ
う作動する放射エネルギモニタと、
　使用者が前記フィルタモニタからの表示に応じて前記フィルタを交換することができる
よう構成され配置されたフィルタ コネクタと、
　使用者が前記放射エネルギモニタからの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交換す
ることができるよう構成され配置された供給源 コネクタと、
　前記フィルタと前記放射エネルギ供給源とが配置され、水処理装置を水の供給源と流し
との隣りの家庭用カウンタトップ上に支持するようにしているベースと、
　を具備し、
　前記ベースにはその底面上にベース水入口とベース水出口とが設けられ、
　前記ベース水入口と前記ベース水出口とはそれぞれ、前記ベースに回転可能に連結され
前記水処理装置を流しの左側と右側の一方に設置できるようにするエルボーコネクタが設
けられており、
　使用者が水処理装置の を 前記放射エネルギ供給源を電源から自動的
に遮断するよう構成され配置された連動手段とを具備している、
　家庭用の水処理装置。
【請求項２３】
　家庭用の使用点水処理装置であって、
　水から汚染物質を除去するフィルタと、
　水中の微生物を殺すための放射エネルギの供給源と、
　前記フィルタを通って流れる水の量を監視し前記フィルタが寿命に達した時点で表示を
与えるよう作動するフィルタモニタと、
　前記放射エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与えるよ
う作動する放射エネルギモニタと、
　使用者が前記フィルタモニタからの表示に応じて前記フィルタを交換することができる
よう構成され配置されたフィルタ コネクタと、
　使用者が前記放射エネルギモニタからの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交換す
ることができるよう構成され配置された供給源 コネクタと、
　水処理装置に漏電が存在する時前記放射エネルギ供給源を電源から自動的に遮断する器
具漏電遮断器と、
　を具備している家庭用のユースポイント水処理装置。
【請求項２４】
　家庭用のユースポイント水処理装置であって、
　 と、
　前記 内部に配置され水から微粒子と有機質の汚染物質とを除去する圧縮された炭
素ブロックフィルタであって、多数の微小孔を含む孔径分布を有する活性炭を含み、ろ過
性能を最適化し豊富な水の流れを提供し水の品質を最高とし微生物殺菌率を高めるための
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半径方向内方の流れ経路が設けられた、圧縮炭素ブロックフィルタと、
　前記 内部に配置されろ過された水を受取り水中の微生物を殺すための放射紫外線
エネルギの供給源であって、細長い中央軸線を有する紫外線放出ランプと該放出ランプの
周りにプラグ流れを提供し紫外線エネルギに対する微生物の露呈を最大にし微生物殺菌率
を高める手段とを具備する、放射紫外線エネルギ供給源と、
　前記圧縮カーボンフィルタを通って流れる水の量を監視し該フィルタが寿命に達した時
点で表示を与えるフィルタモニタ手段と、
　前記放射エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与える放
射エネルギモニタ手段と、
　使用者が前記フィルタモニタ手段からの表示に応じて前記フィルタを交換することがで
きるようにするフィルタ コネクタ手段と、
　使用者が前記放射エネルギモニタ手段からの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交
換することができるようにする供給源 コネクタ手段と、
　使用者が前記 を 前記放射エネルギ源を電源から自動的に遮断するよ
う構成され配置された連動手段と、
　を具備している家庭用のユースポイント水処理装置。
【請求項２５】
　家庭用のユースポイント水処理装置であって、
　 と、
　前記 内部に配置され水から微粒子と有機質の汚染物質とを除去する圧縮された炭
素ブロックフィルタであって、多数の微小孔を含む孔径分布を有する活性炭を含み、ろ過
性能を最適化し豊富な水の流れを提供し水の品質を最高にし微生物殺菌率を高めるための
半径方向内方の流れ経路が設けられている、圧縮炭素ブロックフィルタと、
　前記 の内部に配置されろ過された水を受取り水の中の微生物を殺すための放射紫
外線エネルギ供給源であって、細長い中央軸線を有する紫外線放出ランプと該放出ランプ
の周りにプラグ流を提供し紫外線エネルギに対する微生物の露呈を最大にし微生物殺菌率
を高める手段とを具備する、放射紫外線エネルギ供給源と、
　未処理水の供給源の変動する圧力条件のもとで水処理装置を通る水の流れを調整しそれ
により紫外線エネルギに対する微生物の適切な露呈時間を保証し微生物殺菌率を高める、
流れ制御手段と、
　前記フィルタを通って流れる水の量を監視し該フィルタが寿命に達した時点で表示を与
えるフィルタモニタ手段と、
　前記放射紫外線エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与
える放射エネルギモニタ手段と、
　使用者が前記フィルタモニタ手段からの表示に応じて前記フィルタを交換することがで
きるようにするフィルタ コネクタ手段と、
　使用者が前記放射エネルギモニタ手段からの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交
換することができるようにする供給源 コネクタと、
　使用者が前記 を 前記放射エネルギ供給源を電源から自動的に遮断す
るよう構成され配置された連動手段と、
　を具備している家庭用のユースポイント水処理装置。
【請求項２６】
　家庭用のユースポイント水処理装置であって、
　 と、
　前記 の内部に配置され水から微粒子と有機質の汚染物質とを除去する圧縮された
炭素ブロックのフィルタであって、多数の微小孔を含む孔径分布を有する活性炭を含み、
ろ過性能を最適化し豊富な水の流れを提供し水の品質を最高にし微生物殺菌率を高めるた
めの半径方向内方の流れ経路が設けられている、圧縮炭素ブロックフィルタと、
　前記 の内部に配置され、ろ過された水を受取り水の中の微生物を殺す放射紫外線
エネルギの供給源であって、細長い中央軸線を有する紫外線放出ランプと該放出ランプの
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周りにプラグ流を提供し紫外線エネルギに対する微生物の露呈を最大にし微生物殺菌率を
高める手段とを具備する、放射紫外線エネルギ供給源と、
　未処理水の供給源の変動する圧力条件のもとで水処理装置を通る水の流れを調整しそれ
により紫外線エネルギに対する微生物の適切な露呈時間を保証し微生物殺菌率を高める流
れ調整器と、
　前記フィルタを通って流れる水の量を監視し該フィルタが寿命に達した時点で表示を与
えるよう作動するフィルタモニタと、
　前記放射エネルギ供給源の性能を監視し該供給源が寿命に達した時点で表示を与えるよ
う作動する放射エネルギモニタと、
　使用者が前記フィルタモニタからの表示に応じて前記フィルタを交換することができる
よう構成され配置されたフィルタ コネクタと、
　使用者が前記放射エネルギモニタからの表示に応じて前記放射エネルギ供給源を交換す
ることができるよう構成され配置された供給源 コネクタと、
　使用者が前記 を 前記放射エネルギ供給源を電源から自動的に遮断す
るよう構成され配置された連動手段と、
　を具備している家庭用のユースポイント水処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は全体的に、家庭用浄水装置に関し、より特定的には、交換可能な活性炭フィル
タ、交換可能な紫外線供給源、及びユニットがメンテナンスを必要とするときに信号を送
る診断システムを含む高性能の自蔵式 浄水ユニットに関する。
【０００２】
【従来の技術および発明が解決しようとする課題】
　以下の関連特許出願は、本出願の水処理装置のさまざまな態様に向けられたものである
。すなわち、１９９２年１１月１６日に出願された米国特許出願第０７／９７７，１６１
号『ＦＡＵＣＥＴ　ＤＩＶＥＲＴＥＲ　ＶＡＬＶＥ（給水栓切換弁）』。１９９２年８月
１７日に出願された米国特許出願第０７／９３０，１８２号『ＦＡＵＣＥＴ　ＤＩＶＥＲ
ＴＥＲ　ＶＡＬＶＥ（給水栓切換弁）』のための装飾的構造。１９９３年１月６日に出願
された米国特許出願第０８／００２，８２０号『ＷＥＴＥＲ　ＴＲＥＡＴＭＥＮＴ　ＳＹ
ＳＴＥＭ　ＢＵＬＢ　ＳＴＡＴＵＳ　ＭＯＮＩＴＥＲ　ＣＩＲＣＵＩＴ（水処理装置電球
状態モニタ回路）』。１９９３年２月１１日に出願された米国特許出願第０８／０１６，
５９４号『ＵＶ　ＢＵＬＢ　ＩＮＴＥＮＳＩＴＹ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＯＲ　ＷＡＴＥＲ
　ＴＲＥＡＴＭＥＮＴ　ＳＹＳＴＥＭ（水処理装置用の紫外線電球輝度制御装置）』。１
９９３年２月１０日に出願された米国特許出願第０８／０１６，１４０号『ＵＬＴＲＡＶ
ＩＯＬＥＴ　ＬＡＭＰ　ＡＳＳＥＭＢＬＹ　ＦＯＲ　ＷＡＴＥＲ　ＰＵＲＩＦＩＣＡＴＩ
ＯＮ（浄水用紫外線ランプ組体）』。 1993年２月１６日に出願された米国特許出願第０８
／０１７，７７３号『ＷＡＴＥＲ　ＦＩＬＴＥＲ　ＣＡＲＴＲＩＤＧＥ（水フィルタカー
トリッジ）』。１９９２年８月１７日に出願された米国特許出願第０７／９３１，２８８
号『ＷＡＴＥＲ　ＰＵＲＩＦＩＥＲ（浄水器）』用の装飾的構造。これらの関連特許出願
の開示は参照されることによって本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　工業的技術の分野においては、水を濾過しかつ浄化するために放射線供給源と組合わせ
て活性炭フィルタを用いることが公知である。例えば、このような装置は、瓶詰め水の生
産に用いられている。家庭用にこの技術を適合させることは困難なことであった。工業用
装置は大きく、高価で、かつ維持するのに特別な知識や工具が必要である。これらの装置
の費用は往々にして、それらが家庭用に必要とされるものの何倍もの水量を処理するよう
に設計されているという事実に起因するものである。家庭用にこのような水処理装置を設
計する際に遭遇するその他の難題は、各家庭で可変的な作動条件に由来している。例えば
、水質、水管路圧力、水需要量及びユーザの素養は、各家庭によって異なる。
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【０００４】
　紫外線（ＵＶ）放射供給源と活性炭フィルタとを組合せた家庭用のいくつかの浄水器が
公知である。しかしながら、これらの家庭用ユニットは、家庭所有者によるユニットのメ
ンテナンスを困難かつ不便なものにするその設計に固有の問題点のために、成功が制限さ
れていた。その結果、早晩、浄水ユニットは全くとは云わないまでもわずかにしか作動し
なくなる可能性がある。汚染物質又は微生物活性を含む飲料水供給源と共に浄水ユニット
が使用されている場合、このメンテナンスの欠如は重大な結果をもたらしうる。
【０００５】
　微生物を殺す上での放射線の有効性は数多くの要因によって左右される。重要な１つの
要因は、放射エネルギ供給源の状態である。例えば、ほとんどの公知の紫外線放電電球構
造の性能は時が経つにつれて劣化する。従って放射エネルギ供給源を監視し、機能不良が
ある場合それをユーザに警報することが望まれる。当業者の中には、配線及びその他の電
気的接続を検査するための取り外し可能なハウジングカバーを提供した者もあるが、それ
でも、まず電気的接続アレイ及び／又は構造部材を除去することなく放射線供給源を取り
外す安全かつ便利な方法は提供していない。従って、機能不良がある場合に容易かつ安全
に交換できる実質的に自蔵式（ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄ）の放射エネルギ供給源を
提供することが望ましい。
【０００６】
　微生物の殺菌率において重要なものであるもう１つの要因は、照射に先立ち水から汚染
物質を除去する炭素フィルタの性能である。微生物を殺す上での放射線の有効性は水の清
澄度によって異なる。何らかの多大な微粒子汚染が炭素フィルタを破壊する場合、このよ
うな汚染は、微生物を殺菌性放射線からマスキング又は保護し得る。従って、フィルタの
構造は、照射のために最高の品質の水を提供するのに最適化されなくてはならない。
【０００７】
　全てのフィルタは、それを越えると汚染物質がフィルタを破損してしまうような制限あ
る有効寿命を有している。放射線の殺菌率はフィルタの性能により左右されることから、
フィルタがその有効寿命の終りに達したときにそれをユーザに警報するためフィルタモニ
タを提供することが望ましい。以前の当業者は、このタイプの従来技術の浄水装置内で使
用された炭素フィルタを収納する圧力容器を開放するための技術を提供してきたが、この
ような技術は、水の連結を解除しなくてはならず又圧力容器上でシールが破損されること
から、ユーザにとっては扱いにくく幾分か煩しいものである。その上、ユーザは、汚染物
質が覆われた湿ったフィルタ本体を取り扱わなくてはならない。従って、フィルタがその
寿命の最後に達したことをフィルタモニタが表示した時点で交換に最小限の努力しか必要
としない実質的に自蔵式のフィルタカートリッジを提供することが望ましい。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明によれば、従来技術におけるこれらの制約及びその他の制約は、水から微粒子及
び有機汚染物質を除去するため自蔵式使い捨て圧力容器内に収納された炭素ブロックフィ
ルタを含む家庭用のユースポイント浄水装置を提供することによって克服される。炭素フ
ィルタは、濾過性能を最適化し、豊富な水流を提供しかつ微生物細菌率を高めるべく水質
を最高にするような半径方向内方の流れ径路、重合体結合剤及び孔径分布を備えている。
濾過された水を受容しかつ微生物を殺すために放射エネルギ供給源が設けられる。放射エ
ネルギ供給源は、細長い中央軸線を有する使い捨ての紫外線放電ランプ又は電球を含んで
いる。紫外線エネルギに対する微生物の露呈を最大限にし、微生物殺菌率を高めるため、
放電ランプのまわりに水のプラグ流れ（ｐｌｕｇ　ｆｌｏｗ）を確立するように変向装置
（ｄｉｖｅｒｔｅｒ）が設けられる。装置に対する応力を低減し、紫外線エネルギに対す
る微生物の適切な露呈時間を確保し微生物殺菌率を高めるため、可変的な管路圧力条件下
で水処理装置を通る水の流量を調節するための流量調整器が具備されている。フィルタを
通って流れる水の量を監視しフィルタがその寿命に達した時点でユーザに対して表示を提
供するため、フィルタモニタが具備される。フィルタモニタからの表示に応答して自蔵式
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フィルタ又はフィルタカートリッジをユーザが迅速かつ容易に交換できるように、フィル
タ コネクタが具備されている。また、紫外線放電電球の性能を監視し、紫外線電
球がその寿命の終りに達した時点でユーザに表示を与えるため、放射エネルギモニタが具
備される。さらに、放電電球が機能不良になったという放射エネルギモニタからの信号に
応答してユーザが紫外線放電電球を交換できるように、放射エネルギ供給源 コネ
クタが具備される。供給源 コネクタは、装置に対する電力を自動的に遮断するた
めのインターロックと組み合わさって作動し、従ってユーザは紫外線電球を安全かつ容易
に交換することができる。紫外線放電電球の寿命及び性能は、ユーザが水処理装置から水
をひき出している時を表示するフィルタモニタからの流量信号が無い場合には紫外線電球
に対する電力を自動的に低下させ、かくして電気エネルギを節約し水処理装置及びその中
に内包された水の不必要な加熱を防ぎ、装置から水がひき出されるときの紫外線電球の効
率を増大させ微生物殺菌率を最大限にするような電源回路を提供することによって高めら
れる。
【０００９】
【実施例】
　ここで図面、特に図１を参照すると、本発明による 水処理又は浄水装置
が参照符号１０によって表わされている。本発明による水処理装置は、水が調理及び飲料
用水として引き出される場所で家庭内で利用されるべく設計されていることから、いわゆ
る 水処理装置である。例えば、水処理装置ユニット１０は、図１において
、流し１２及び給水栓１４に隣接してキッチンカウンタトップ１１の上にある状態で示さ
れている。水処理装置１０は、切換弁１５及び一対の可撓性導管１６により給水栓１４の
出口に連結されている。水処理装置１０は通常、電気アウトレット１８のような便利な電
源に接続されている。
【００１０】
　ここで残りの図、特に図２を参照すると、水処理装置１０が、水から汚染物質を除去す
るためのフィルタ２０と、水フィルタ２０を通るあらゆる微生物を殺すための放射エネル
ギ供給源２１とを含んでいることが示されている。以下で記述するように、フィルタ２０
は、放射エネルギ供給源２１の性能を高める半径方向内方の流れ径路、結合剤及び特定の
孔径分布をもつ圧縮された炭素ブロック（炭素片）フィルタを具備する。以下で記述する
ように、放射エネルギ供給源２１は、電球のまわりを通される水を照射し水を浄化するべ
く水の中に含まれた微生物を全て殺すための紫外線放電電球又はランプを含んでいる。水
処理装置１０のフィルタ２０及び紫外線放電電球２１は、カバー又は覆い２４によって被
覆されているベース２２上に配置されている。この実施態様においては、ベース２２及び
カバー２４は、高分子材料で形成されており、図１に示されているカウンタトップ１１の
表面と係合するためベース２２の底面内に複数の脚部２５が成形されている。ベース２２
とカバー２４は、図３、図４、図５及び図６を含むその他の図面のうちのいくつかにおい
てより良く例示されている。
【００１１】
　以下で記述するように、水処理装置ユニット１０はさらに、フィルタ２０の中を流れる
水の累積水量の測定値を提供しかつフィルタ２０がその寿命の終りに達した時点でその表
示を提供するためのフィルタモニタ回路を含んでいる。再び図２を参照すると、フィルタ
２０は、フィルタモニタからの表示に応答してフィルタを迅速かつ安全に交換する能力を
ユーザに提供するためのフィルタ コネクタ又は差込み継手３０を含む使い捨ての
圧力容器又はフィルタカートリッジ２８の中に収納されている。フィルタモニタは、フィ
ルタがその有効寿命の終りに達した時点でユーザに対して視覚及び／又は音声信号を提供
する。ベース２２の中には音声発生器が配置され、このベースは、発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）表示装置３１（図１、図３及び図５）を収納している。フィルタカートリッジが、炭
素ブロックフィルタ２０、圧力容器２８及び コネクタ３０を含む自蔵式の予め組
立てられたユニットとして提供される。同様にして、以下に記述するように、紫外線放電
電球２１の性能を監視し放電電球２１が機能不良になった時点でその音声及び／又は視覚
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表示を提供するための放射エネルギモニタが具備されている。以下で記述する電力インタ
ーロックと共に作動する供給源 コネクタ３２が具備されており、このため紫外線
放電電球２１は、カバー２４が持ち上げられたときにユニットから容易かつ安全に引き出
せるようになっている。
【００１２】
　ここで図４を特に参照すると、カバー２４はヒンジ３４によってベース２２上に旋回可
能な形で取り付けられている。ヒンジ３４は、カバー２４の底面縁部上に配置されたボス
３５に接着、溶接又はその他の適切な方法で固定されている。ヒンジ３４は、ベース２２
内に成形された ３７と係合する。カバー２４はかくして、ユーザによる点検を受けるべ
き２つの主要なサブ組体すなわちフィルタカートリッジ２８と紫外線放電電球２１とを露
呈するべく矢印３９（図４及び図５）の方向に順方向にカバー２４を旋回させることによ
って持ち上げられる。
【００１３】
　紫外線放電電球２１は、電球２１に対して始動電圧を印加しその後電球２１に対して持
続電圧を印加するための安定器回路を必要とする。この安定器回路は、放電電球を交換す
る目的でユニットの内部にアクセスする必要に迫られた経験の無い家庭所有者にとって、
感電又は電気的損傷の危険性を呈しうる。例えば、その他の図面特に図２を参照すると、
紫外線放電電球２１がその片端に、電気プラグ４１と係合する複数の電気接点４０を含ん
でいることが例示されている。水処理装置ユニット１０が通常、往々にして水が存在し衛
生器具、流しなどへの地絡放電径路が存在するキッチンのカウンタトップ上で用いられる
ということも理解しておくべきである。感電又は放電の可能性を防ぐため、本発明の水処
理装置には、図７に最も良く示されているように、フィルタ２０及び供給源２１にアクセ
スするべくベース２２からカバー２４が順方向に旋回させられた時点で電源から放射エネ
ルギ供給源２１を自動的に遮断するため、インターロックスイッチ４５が具備されている
。より特定的には、図４及び図７を特に参照すると、カバー２４上に配置されたボス３５
の前縁部４６は、インターロックスイッチ４５上で前を向いたアクチュエータ４９と係合
するカム面として作用する。インターロックスイッチ４５は、図８にも示されているよう
に成形ブラケット５１上に形成されたフレーム５０内に受容される盤上に配置される。成
形ブラケット５１はまた、供給源圧力容器５２を受容して、スイッチ４５がカバー２４上
のボス３５の前縁部４６と係合するため前を向いた状態でベース２２内にこの供給源圧力
容器５２を固定するようにする。
【００１４】
　ここで再び図２及び図３を参照し、さらに図１０、図１１及び図１２も参照すると、フ
ィルタ２０は、 コネクタ又は差込み継手３０を含む重合体製使い捨て圧力容器２
８の中に配置されていることが示されている。この圧力容器２８には、放射線供給源及び
モニタに結びつけられた電気的サブ組体及び電源の存在下で疲労応力ひび割れ及び危険性
をはらむ漏洩へと導き得る圧力容器内の応力集中を低減する球形端部５５をもつ全体的に
円筒形をなす断面が備わっている。全体的に円筒形の圧力容器２８の反対側端部は、円筒
形圧力容器２８の円形端部５７に対して接着、溶接又はその他の形で密封される円形キャ
ップ５６で形成されている。図３にのみ示されている端部溶接シール５９がその間に配置
されている。キャップ５６は、高分子材料から成形され、水フィルタ入口６０及び水フィ
ルタ出口６１を含む。ボール６２及び６３は、入口逆止弁および出口逆止弁をそれぞれ提
供するべく成形された端部キャップ５６内に形成された密封用表面と協働する。入口逆止
弁及び出口逆止弁は、ユーザによってフィルタカートリッジ又はユニットが取り外され又
は交換されるときにフィルタ圧力容器２８内の水及び汚染物質を自動的にトラップする。
こうしてユーザが、中に配置された炭素ブロックフィルタ２０の外部に蓄積したあらゆる
汚染物質に対して露呈されることはなくなり、さらに、電気部品を収納するユニットのベ
ース又はカバー内に水がこぼれることも防がれる。
【００１５】
　特に図３及び図１２を参照すると、差込み継手３０は、圧力容器２８のキャップ５６上
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に配置されている複数の半径方向 （ｔａｎｇ）６５を含んでいる。これらの
６５は、ベース２２内に配置されている複数の ６６内に捕獲されている。フィルタカー
トリッジ２８を交換しなくてはならないという表示を受けた時点で、ユーザは、円筒形圧
力容器２８を露出させるべくカバー２４を順方向に旋回させるだけでよい。次にユーザは
圧力容器２８をつかみ、圧力容器２８を約４５°反時計回りに回して ６５を ６６
から取り外し、フィルタカートリッジ２８を水処理ユニットから引き出す。水フィルタカ
ートリッジを交換する場合には、ユーザは、図３を見れば最も良くわかるようにベース２
２内に配置された出口ポート６８と水フィルタ出口６１とを心合せするだけでよい。水フ
ィルタ出口６１がひとたびポート６８内に挿入されると、抵抗が感じられ ６５がベ
ース２２内の ６６の中に埋め込まれるまで、時計回りにフィルタカートリッジ２８を回
転させるだけでよい。
【００１６】
　図２、図３及び図１２を特に参照すると、炭素ブロックフィルタ２０は、炭素フィルタ
２０の内部と連通しかつキャップ５６内に接着、溶接又はその他の方法で適切に固定され
たネジ込み継手７０と共にキャップ５６上で圧力容器２８内に取り付けられている。ネジ
込み継手７０は、炭素ブロックフィルタ２０の内部と水フィルタ出口６１との間の流体連
結を提供する。フィルタの流出口６１内への汚染した未処理水の漏れを防ぐシールを提供
するため、炭素フィルタ２０とネジ込み継手７０との間には、図３を見れば最も良くわか
るように、圧縮可能な弾性エラストマシール７１が捕獲されている。
【００１７】
　ここで図２、図３、図１１及び図１２を参照すると、水処理装置のフィルタカートリッ
ジ２８には、ベース２２との流体連結を自動的に提供するエラストマ製の滑動する水入口
シール及び水出口シールが具備されている。ここで特に図１１及び図３を参照すると、水
フィルタ出口６１は、エラストマ製の弾性密封用Ｏリング７３を捕獲する一対の環状肩部
７２と共にキャップ５６内に成形されていることが示されている。Ｏリング７３は、ベー
ス２２と水フィルタカートリッジ２８との間に流体連結を提供するべくポート６８内に水
フィルタ出口６１が挿入された時点で、ベース２２内のポート６８の円筒形側壁と自動的
に係合する。
【００１８】
　ここで図２、図３、図１０及び図１１を参照すると、端部キャップ５６内に形成された
水フィルタ入口６０は、炭素フィルタ２０の内部及び水フィルタ出口６１から半径方向に
移動された地点で水フィルタ圧力容器２８の内部に水を導入する。こうして水は、水フィ
ルタ２０の外部に導入され、より優れた瀘過性能を結果としてもたらす半径方向内方の流
れ径路を確立する。水入口６０のための滑動する水入口シールは、ベース２２内に配置さ
れた水入口ポート７８内に取り付けられている。図１０に最も良く示されたエラストマ製
トロイダルシール７５で形成されている。圧縮コイルばね７９が、入口ポート７８内に配
置された肩部とトロイダルシール７５との間に捕獲される。トロイダルシール７５の上面
８０はかくして、フィルタカートリッジとの滑動式シールを確立すべく円筒形圧力容器２
８のキャップ５６の平坦な底面８１と係合状態に入るよう上向きにばねで付勢されている
。ベース２２内の ６６及びキャップ５６上の ６５には、 ６５が ６６内に
完全に埋め込まれるように回転させられた時点で、ベース２２の入口ポート７８とフィル
タカートリッジ２８内の水フィルタ入口６０とを自動的に見当合せする幾何形状が備わっ
ている。こうして水フィルタ入口６０は、フィルタカートリッジ２８に対する水の導入を
提供するべくトロイダルシール７５内のシール入口ポート８２と自動的に見当合せされる
。トロイダルシール７５にはまた、中の水を密封するためベース２２内の入口ポート７８
の円筒形の壁と滑動式係合状態に入るよう外向きに付勢されている環状唇状部８３も具備
されている。水フィルタカートリッジの構造は、１９９３年２月１６日に出願された『Ｗ
ＡＴＥＲ　ＦＩＬＴＥＲ　ＣＡＲＴＲＩＤＧＥ（水フィルタカートリッジ）』という名称
の同時係属中の米国特許出願第０８／０１７，７７３号の中にさらに詳細に開示されてい
る。この関連特許出願の開示は参照されることによって本明細書に組み込まれる。
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【００１９】
　この好ましい実施態様においては、炭素ブロックフィルタ２０は、先行する米国特許第
４，７５３，７２８号、第４，８５９，３８６号及び第５，０１７，３１８号の教示に従
って構成されている。これらの先行特許の開示は参照されることによって本明細書に組み
込まれる。好ましくは、フィルタ２０は、微細孔範囲にかなりのパーセントの孔径を伴う
狭い孔径分布をもつ炭素で形成された圧縮炭素ブロックを含む。ここで使用されているよ
うに、微細孔範囲は、約１０ミクロン以下の直径をもつ孔を含んでいる。炭素ブロック２
０は、その表面近くで炭素のパック密度が低くその内部近くでパック密度が高い状態で半
径方向に変化する炭素密度が備わっていてよい。すなわち、炭素ブロックには、半径方向
に可変的な密度が備わっていてよく、この密度は炭素ブロックの内部に向かって増大する
。このことそして多層スクリム又はスクリーンの上包み８５（図２）の具備により、炭素
ブロックフィルタの外側上により大きな微粒子が捕獲され、より大きな微粒子による炭素
孔のマスキングが防がれ、かくしてフィルタブロックの有効寿命は延びる。半径方向内方
の流れ径路はまた、脆い圧縮炭素ブロックの水圧耐性能力を実質的に増大させる。炭素ブ
ロックのあらゆる破壊が直ちに水の流路を生み出しこれがフィルタを破って、汚染物質の
突破という結果をもたらすということは、容易に理解できるはずである。炭素ブロックは
、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８により１９０℃で１５キログラムの負荷で測定した場合１０分あ
たり１グラム未満のメルトインデックスをもつ低メルトインデックスの高分子材料を含む
結合剤で圧縮され、かくして重合体結合剤は、炭素粒子を実質的に湿らせ炭素の孔をマス
キングしてしまって炭素の有効表面を効果的に減少させるか又は無くするのに充分なほど
液状化することなく、高温において粘着性を強める。このような高分子量で低メルトイン
デックスの重合体結合剤を用いて本明細書及び上述の特許に記述されているその他の特徴
をもつ炭素ブロックフィルタ２０を形成することは、フィルタ２０から瀘過済み水を受け
とる放射線供給源２１の性能にとって極めて不可欠なものであるとみなされる。というの
も、かなりの量の汚染物質又は微粒子がフィルタ２０を突破した場合、これらの汚染物質
又は微粒子は、殺菌性放射線から微生物をマスキングしうるからである。
【００２０】
　ここで再び図２を参照し、同時に図１３も参照すると、本発明による水処理装置１０に
は、その中に配置された細長い紫外線放電電球又はランプ２１を伴うベース２２内に配置
された細長い供給源圧力容器５２が含まれていることが示されている。ランプ２１は、電
気的接点４０に接続された導体９１をも内包する石英ガラス管９０内に配置されている。
石英ガラス管９０は、全体的にボトル形状をなす円筒形供給源圧力容器５２のネジ付きネ
ック９３上に受容された圧縮ナット９２内に回転可能な形で取り付けられている。ボトル
形状の供給源圧力容器５２のネック９３上の内方に向いた環状傾斜面９５と、圧縮ナット
９２と、石英ガラス管９０の外部円筒形表面との間にＯリングシール９４がトラップされ
、これらの部材間に密封関係を提供している。ばねクリップ又はネジ付きキャップ９６は
、圧縮ナット９２上にランプ２１を回転可能な形で取り付けるべくランプ２１の端部絶縁
体９７と係合する。圧縮ナット９２は、図２に最も良く示されているように複数のフィン
が又は取手９８を含み、そのため圧縮ナット９２は、Ｏリング９４がボトル形状の圧力容
器５２の上部を自動的に密封する滑動するエラストマシールとして作用している状態でボ
トル形状の供給源圧力容器５２の上部に配置されたねじり外し式のネジ付きボトルキャッ
プのように作用することになる。
【００２１】
　ひきつづき図２及び図１３を参照すると、ランプ２１が機能不良であるという音声又は
視覚表示を受けた時点で、ユーザは、供給源 コネクタ３２の圧縮ナット９２を見
せるようカバー２４を順方向に旋回させるだけでよい。前述のインターロックスイッチ４
５は、安定器電源回路及びランプ２１に供給される電力を自動的に遮断し、かくしてユー
ザは安全に電気プラグ４１をつかんでこの電気プラグ４１をランプ２１の上面から延びる
電気的接点４０から係合解除することができるようになる。その後、ユーザは単に圧縮ナ
ット９２をつかみ、ネジ山が解放されランプ２１と石英管９０とがボトル形状の圧力容器
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５２の上面から１つのユニットとして引き出されうるようになるまで、圧縮ナット９２を
反時計回りにねじるだけでよい。放射線供給源は、Ｏリングシール９４と圧縮ナット９２
とが取り付けられた状態で新しい石英管９０及びランプ２１をボトル形状の圧力容器５２
のネック９３内に挿入し次に、圧縮ナット９２が供給源圧力容器５２のネック９３に強固
に着座されて密封した係合状態となるまで圧縮ナット９２を反時計回りに回すことによっ
て、完全なユニットとして交換される。電気プラグ４１は次にランプ２１の上面から延び
る電気コネクタ４０に再度取り付けられ、カバー２４は、順方向に旋回させられてユニッ
トを閉じ正常な作動を再開する。
【００２２】
　ここで図１３及び図１４を特に参照すると、供給源圧力容器５２にはさらに、細長い紫
外線放電ランプ２１のまわりにプラグ流れ（ｐｌｕｇ　ｆｌｏｗ）を確立するためのその
全体を参照符号１００によって表わされる変向装置（ｄｉｖｅｒｔｅｒ）が含まれるとい
うことが示されている。変向装置１００は、細長い圧力容器５２の片端１０２に配置され
た供給源圧力容器入口１０１と関連している。圧力容器５２の端部１０２は、ネック９３
、或いは又供給源圧力容器出口１０４が配置されている圧力容器５２のもう１つの端部か
ら遠位に、つまりその反対側に配置されている。供給源圧力容器５２、変向装置１００、
供給源圧力容器入口１０１及び供給源圧力容器出口１０４は、ステンレス鋼から形成され
、溶接によって接合されている。紫外線ランプ２１から発出する放射線及び水圧に耐える
ため、ステンレス鋼が好ましい材料である。この鋼構造はまた、紫外線放射線を受けた場
合に劣化する部品を含む装置の残りの部分に対し高レベルの保護を提供しかつユーザの皮
膚や目を保護するため不透明でもある。変向装置１００は、石英管９０及びランプ２１が
その中を貫通する中央 １０６を内包するラジアルバッフル１０５を含んでいる。細長い
ボトル形状の圧力容器５２の内部に対する供給源圧力容器入口１０１からの水の流れを制
御するため、 の円形アレイ１０７が具備されている。
【００２３】
　図１３及び図１４をひきつづき参照すると、供給源圧力容器の入口管１０１は、変向装
置プレート１０８に当接する。この管１０１には、管１０１の一端部上であってかつ供給
源圧力容器５２の内側に配置された出口 １１０が設けられている。かくして、入口管１
０１を通って供給源圧力容器５２に入る水は圧力容器５２の内側の １１０から流出し、
プレート１０８により接線方向径路内に向けられる。この接線方向の流入は、図１３及び
図１４の両方において矢印１１１によって全体的に示されている。ラジアルバッフル１０
５は、水中の実質的な混合又は乱流を全て防ぎ、図１３に矢印１１２によって示されてい
るプラグ状の螺旋流れ状態を生み出す。このプラグ状の螺旋流れ状態は、浄水器としての
水処理装置の作動にとって重要である。というのも、この状態は、殺菌用量の放射線を受
けることなく供給源圧力容器流出口管１０４を通って供給源圧力容器５２の反対側の端部
から微生物が迅速にかつ偶発的に射出されうるようにする形で圧力容器５２の内側の水が
反転又は混合するのを防ぐからである。この層状のプラグ状の螺旋流れ状態は、紫外線ラ
ンプ２１から発出する放射線とあらゆる微生物との間の適切な接触時間を確保するのみな
らず、微生物又はそれを運ぶあらゆる微粒子を回転させて微生物が確かに殺菌性放射線に
適切に露呈されるようにもする。この回転動作はまた、紫外線放射線に対し特に感受性の
強い微生物のあらゆる部域を露呈するのにも有用である。
【００２４】
　細長い紫外線放電ランプ２１のまわりにプラグ流れを提供するためのこの手段が他の態
様を採り得るということも理解しておかなくてはならない。例えば、１０１に配置された
水入口から細長いランプ２１の反対側端部で１０４にて配置された水出口まで螺旋径路内
で水を導くには、螺旋形のガラス管又は重合体管を用いることができる。実際、螺旋パタ
ーンでランプのまわりに巻き付けられたテフロン（登録商標）細管には、すぐれた殺菌率
を達成するための適切な紫外線伝達率をもつ一方で水管路圧力に耐えるだけの充分な壁厚
を備えることができる、ということがわかっている。従って、細長い紫外線放電ランプ２
１のまわりにプラグ流れを提供するための手段は、数多くの代替的構造を実施することが
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できる。放射線供給源圧力容器５２及び紫外線ランプ２１の構造は、１９９３年２月１０
日に出願された『ＵＬＴＲＡＶＩＯＬＥＴ　ＬＡＭＰ　ＡＳＳＥＭＢＬＹ　ＦＯＲ　ＷＡ
ＴＥＲ　ＰＵＲＩＦＩＣＡＴＩＯＮ（浄水用紫外線ランプ組体）』という名称の関連米国
特許出願第０８／０１６，１４０号の主題となっており、この関連特許出願の開示は参照
されることによって本明細書に組み込まれる。
【００２５】
　ここで再び図１を参照すると、本発明による水処理装置１０にはさらに切換弁１５が含
まれるということが示されている。この切換弁１５は、家庭用給水栓１４の水出口上に取
り付けるために特に適合されている。しかしながら、この水処理装置を専用の飲料水又は
調理用水給水栓に連結することによって切換弁無しで水処理装置ユニット１０を用いるこ
とも可能であるということも理解しておくべきである。しかしながら、ほとんどの家庭に
おいて、洗浄用水及び飲料用水の両方に利用可能な単一の給水栓しかないということが想
定され、従って、洗浄目的で未浄化水の利用を可能にするような切換弁が望まれる。本発
明による水処理装置と共に利用するため特に適合された切換弁が、１９９２年１１月６日
に出願された『ＦＡＵＣＥＴ　ＤＩＶＥＲＴＥＲ　ＶＡＬＶＥ（給水栓切換弁）』という
名称の関連米国特許出願第０７／９７７，１６１号に開示されており、この関連米国特許
出願の開示は参照されることによって本明細書に組み込まれる。この切換弁の装飾的構造
は又、１９９２年８月１７日に出願された『ＦＡＵＣＥＴ　ＤＩＶＥＲＴＥＲ　ＶＡＬＶ
Ｅ（給水栓切換弁）』という名称の米国特許出願第０７／９３０，１８２号の主題となっ
ている。この米国特許出願の開示も参照されることによって本明細書に組み込まれる。
【００２６】
　ここで図１５を参照すると、本発明による水処理装置の好ましい実施態様において、切
換弁１５の本体（又はベース２２上の入口ポート）には、可変的管路圧力条件下での水処
理装置１０を通しての水の流量を調節するための調整器１１６を含む未処理水出口ポート
１１５が含まれている、ということが示されている。好ましい実施態様においては、調整
器はエラストマ製のグロメット１１６を含み、このグロメット１１６は、給水栓１４から
水処理装置１０まで水を導く２本の細管対１６のうちの一方に連結されている通路１１８
内へと水が流れるときに通る中央開口部又は絞りポート１１７を有している。このエラス
トマ製グロメット１１６は、未処理水出口ポート１１５を包囲する切換弁１５の本体上に
通常形成される環状ソケット１２０内に着座される。グロメット１１６は、環状ソケット
１２０を取り囲みかつ環状ソケット１２０に接着または適切に溶接された取付け体１２１
により包まれている。取付け体１２１は、水を水処理装置１０へ導くよう２本の管１６の
うちの１本の内径の中に押し込められるスペード形の管継手１２２を含んでいる。
【００２７】
　ひきつづき図１５を参照すると、エラストマ製グロメット１１６内のポート１１７は、
ポート１１５から流出して水処理装置１０内に流入する未処理水のための流量制限を与え
る。管路圧力が増大するにつれて、グロメット１１６内のポート１１７を通しての流れ抵
抗は増大し、エラストマ製グロメットを横切っての圧力降下も増大する。こうしてエラス
トマ製グロメットは弾性的に変形することになり、矢印１２６の方向に内方にグロメット
１１６の丸い縁部１２５を回転させて、管路圧力が増大するにつれて水処理装置１０への
流れを自動的に閉塞させる絞りとして作用する。管路圧力が減少するにつれて、エラスト
マ製グロメット１１６を横切っての圧力降下は減少し、エラストマ製グロメットは弛緩し
て、相応する流量の比例増加を可能にする。この流量調整器は、水処理装置が不当に高い
管路圧力に遭遇した場合に水が水処理装置から噴出するのを防ぎ、水処理装置内の雑音を
低減させ、管路圧力を受けている水処理装置内の構成要素の早期の又破滅的でありうる故
障に導く可能性のある急激な圧力増加から水処理装置を絶縁するのに重要である。さらに
又、この流量調整器は、微生物と紫外線放射線供給源との間の優れた接触時間を提供しか
くして優れた殺菌率を確保するべく紫外線供給源を通しての流量を制御することにより微
生物殺菌率を高める。ここで開示されているタイプの流量調節用グロメットは、工業的技
術分野において公知のものであり、市販されている。
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【００２８】
　再び図５及び図６を参照すると、本発明による水処理装置１０には、ベース２２の底面
にベース水出口１３１とベース水入口１３０とが具備されていることが示されている。ベ
ース水入口１３０及びベース水出口１３１の各々にはそれぞれ９０°のエルボ１３２及び
１３３が具備され、これらのエルボ１３２，１３３はベース２２の底面内の入口ポート１
３０及び出口ポート１３１内に回転可能な形で取り付けられている。可撓性の入口管及び
出口管１６がこれらのエルボ１３２，１３３に連結され、従って水処理装置ユニット１０
は流しのカウンタトップといった の水供給源の左側又は右側のいずれにで
も取り付けられることができるようになっている。これは、水処理装置ユニット１０のい
ずれかの側からの可撓管１６の流出口を提供するべくエルボ１３２及び１３３を回転させ
ることによって達成される。ユニット１０の右側又は左側のいずれかから可撓管１６に対
する適当なクリアランスを提供又は確保するためベース２２の底面上に通路１３５が成形
されている。例えば、図５において、管１６は、１３６でユニット１０の下側から出てい
る形で示されている。
【００２９】
　図１及び図９においては、水処理装置内に漏電が存在する場合に家庭内電源から水処理
装置１０内に収納されている放射エネルギ供給源と安定器回路とを自動的に遮断するため
水処理装置ユニット１０のための電力コード上に電気器具漏れ電流遮断器１４０が供給さ
れるということが示されている。このような電気器具漏電制御遮断器は、当該技術分野に
おいて公知のものであり、市販されている。
【００３０】
　ここで図１６を参照すると、本発明による水処理装置のための紫外線電球輝度制御回路
が、その全体を参照符号１５０によって表わされている。参照符号２１によって概略的に
表わされている紫外線ランプの輝度制御には、２つの考慮事項が考慮に入れられる。まず
第１に、水が水処理ユニットを通って流れている場合に常に最大限の殺菌率を達成するべ
く最大の輝度でランプ２１を作動させることが望ましい。第２に、ユニット内に滞留する
水の過度の温暖化を防ぐため水が止まった場合には常に紫外線の光の強度を低減すること
が望ましい。ユニットの均熱（ｔｈｅｒｍａｌ　ｓｏａｋｉｎｇ）に関連するもう１つの
問題は、ランプ２１の温度が上昇させられた場合に、ランプの紫外線出力に相応する減少
が存在するということである。従って、水がユニットを通って引き出されるとき高い紫外
線出力を供給するべく最大出力が電球に印加されたときにより低い温度で電球が作動する
ように、ユニットを通していかなる水も引き出されていない場合にはより低い出力設定値
（それでもなお紫外線放電を持続するには充分な高さのレベルのもの）に紫外線ランプ２
１をとどまらせておくことが最も望ましい。
【００３１】
　家庭用電源に対する電力接続部が参照符号１５１によって概略的に表わされており、誘
導性安定器回路が参照符号１５４によって表わされている。当該技術分野では周知のタイ
プのスタータ回路が参照符号１５８によって概略的に表わされている。ランプ２１と並列
に接続された抵抗器１６３およびコンデンサ１６４を有するＲＣ回路と、常時開放型リレ
ー１６５とを具備する輝度調節回路が設けられる。常時開放型リレー１６５は、水がユニ
ット内を流れているときリレースイッチ１６５が通常開いているように水処理装置内に内
包されている流量スイッチにより制御される。かくして、水が水処理装置内を流れている
とき、要素１５１及び１５４を含む電力回路は、紫外線ランプ２１に対し最大の輝度を提
供するよう従来の要領で作動する。しかしながら、リレースイッチ１６５が閉じていると
き、電球の輝度を減少させるため、並列ＲＣ回路要素１６４及び１６３を通して回路が分
路される。この回路は、１９９３年２月１１日に出願された『ＵＶ　ＢＵＬＢ　ＩＮＴＥ
ＮＳＩＴＹ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＯＲ　ＷＡＴＥＲ　ＴＲＥＡＴＭＥＮＴ　ＳＹＳＴＥＭ
（水処理装置用紫外線電球輝度制御）』という名称の関連米国特許出願第０８／０１６，
５９４号により詳細に開示されており、この関連特許出願の開示は参照されることによっ
て本明細書に組み込まれる。
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【００３２】
　ここで図１７を参照すると、紫外線ランプ２１の状態を監視（モニタ）するための回路
がその全体を参照符号１７０によって表わされている。明らかに、微生物を殺す上での放
射線の有効性は、紫外線電球２１の状態によって左右される。電球はさまざまな理由で適
切に作動しない可能性がある。例えば、電球が焼き切れたり、破損したり、又電球に対す
る電力が遮断されたりすることが考えられる。かくして、電球又はランプ２１を横切って
並列に結合された電圧検出回路を含む放射線供給源監視回路又は紫外線ランプ監視回路が
設けられる。その全体を参照符号１７０によって表わされる監視回路は、電圧が望ましく
ないほどに高い場合（焼き切れた又は破損した電球に結び付けることができるようなもの
）又は電圧が望ましくないほど低い場合（短絡に結び付けることができるようなもの）に
状態信号を発出するための手段を含んでいる。電球２１の状態は、ＣＭＯＳマイクロプロ
セッサ又は論理入力（ｌｏｇｉｃ　ｉｎｐｕｔ）と適合するフォーマットの状態信号を介
して示される。このような構成によって、マイクロプロセッサが電球状態を処理すること
が可能となり、マイクロプロセッサはこのとき消費者に対して音声及び／又は視覚信号に
より電球の状態を表示することになる。
【００３３】
　図１７では、ランプ２１以外の図１６の構成要素は、明確さのため省略されている。従
って、図１７ではランプ２１はランプ状態モニタ回路１７０のみと結び付けられた状態で
示されている。モニタ回路１７０は、変圧器１７２、整流回路１７４及び信号発生回路１
７６を含んでいる。変圧器１７２は、ランプ２１を横切る電圧を下げるため、紫外線ラン
プ２１と並列に結合されている。変圧器の２次電流は、整流回路１７４によって整流され
、信号発生回路１７６に印加される。ランプ２１を横切る電圧が望ましくないほど高いか
又は望ましくないほど低い場合には常に、信号発生回路１７６によりＣＭＯＳに適合可能
な形式で信号が出力される。ランプ２１が固有に求める電圧は持続電圧（ｓｕｓｔａｉｎ
ｉｎｇ　ｖｏｌｔａｇｅ）と称される。この持続電圧は典型的には、線間電圧（ｌｉｎｅ
　ｖｏｌｔａｇｅ）の約２分の１であるように選択される。２つの条件がこの持続電圧を
激烈に変化させる可能性がある。第１に、電球を通していかなる電流も存在しない場合に
は、誘導子１５４（図１６に示されている）を横切っていかなる電圧降下も無く、電球２
１を横断する電圧は最大線間電圧である。第２に、スタータが短絡した場合、電球を横断
する電圧はゼロである。
【００３４】
　かくして、電球の状態は、電球を横断してこれら３つの全く異なる電圧レベル（すなわ
ち線間電圧、持続電圧及びゼロ電圧）について検出を行なうことによって監視される。持
続電圧は、ランプ２１が適切に機能していることを表わす。線間電圧は、電球が焼き切れ
たか、破損したか又は欠損していることを表わしている。ゼロ電圧は、スタータが短絡し
たか又は電力が遮断されていることを表わす。
【００３５】
　ひきつづき図１７を参照すると、電源安定器回路１５４（図１６のみに示されている）
のインピーダンスは、紫外線電球を通る電流を電球の設計上の理想的値にまで減少させる
ように選択される。電球２１は、一対のフィラメント１７８及び１７９を含む従来の気体
放電紫外線電球である。フィラメント１７８，１７９は、安定器回路１５４と直列に接続
され、電球は電圧調整器として作用する。安定器回路１５４のインピーダンスが増大する
につれて、電球２１を通る電流は減少する。電流の増大は全て、電球のインピーダンスを
減少させ、かくして電球を横切る電圧を基本的に一定の値に維持する。最後に、スタータ
回路１５８（図１６のみに示されている）もまた従来の構造のものであり、ランプ２１の
フィラメント１７８と１７９との間に直列に接続されている。変圧器１７２は、電球２１
を横切って並列接続された一次コイル１８０を含む。変圧器１７２の二次コイル１８１は
、１８２で接地されたセンタータブである。従って変圧器１７２は、電球２１を横切る電
圧を下げる。
【００３６】
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　ひきつづき図１７を参照すると、整流回路１７４は従来通りであり、二次コイル１８１
の互いに反対側に電気的に接続された一対のダイオード１８３及び１８４を含む。ダイオ
ード１８３，１８４の出力は、その各側に接地されたコンデンサ１８７及び１８８を有す
る抵抗器１８６に直列に接続されている。従って、ランプ２１を横切る交流電圧に正比例
する直流電圧が接続点１９０に現われる。
【００３７】
　ひきつづき図１７を参照すると、信号発生回路１７６は、診断システムを操作するマイ
クロプロセッサが用いることのできる論理出力を接続点１９１で発生させる。接続点１９
０は、ツェナーダイオード１９２、接続点１９３及びコンデンサ１９４を通して大地へと
接続されている。シェナーダイオード１９２の導通電圧は、整流回路１７４により生成さ
れる電圧が、電球２１が正常な持続電圧にあるときにダイオードを導通させることがない
ような形で、選択される。接続点１９０はまた抵抗器１９６及びダイオード２０１を通し
て供給電圧ＶＣＣへも接続されている。バッテリーバックアップ１９８がダイオード１９
９を通して接続されている。ＶＣＣと大地との間で、トランジスタ２００が抵抗器２０２
と直列接続されている。接続点１９１におけるトランジスタ２００の出力は、ＣＭＯＳロ
ジックアウトＡ点である。トランジスタ２０４は、接続点１９３での信号の制御下で、ト
ランジスタ２００ひいてはロジックアウトＢを切換える。
【００３８】
　ひきつづき図１７を参照すると、変圧器１７２の一次コイル（すなわち電球電圧）が線
間電圧になったとき（これは、電球が点灯されないか又は点灯されようとしていることを
意味する）に、ツェナーダイオード１９２はオンに切換わる。接続点１９３における信号
は、ロジックアウトＡにおいて高い論理出力を又ロジックアウトＢにおいて低い論理出力
を提供するようにトランジスタ２０４及び２００をオンに切換える。変圧器１７２の一次
電圧が零ボルトになったとき（これはスタータの短絡又は無電力を意味する）に、整流さ
れた供給電圧が無いためにダイオード１９９が導通できるようにされるにつれて、バッテ
リーバックアップ１９８により回路１７６に対して電流が印加されることになる。このよ
うな場合、ロジックアウトＡもロジックアウトＢも両方共低い。電球が持続電圧にあると
き（これは電球が点灯されていることを意味する）に、ロジックアウトＡにおける論理出
力は低く、ロジックアウトＢにおける論理出力は高い。
【００３９】
　従って、電圧が異常に高い場合、ロジックアウトＡは高く、電圧が異常に低いか又は異
常に高い場合、ロジックアウトＢは低い。説明されてきたように、異常に高い電圧は、無
電力又はスタータの短絡を表わす。異常に低い電圧は、焼き切れた電球、破損した電球又
は欠損した電球を意味する。これらの事象のいずれにおいても、消費者は、Ａ及びＢ論理
信号（ロジック信号）を受理するマイクロプロセッサにより駆動される音声信号及び／又
は視覚信号によって知らされる。一方、ロジックアウトＡにおける論理出力が低くかつロ
ジックアウトＢにおける論理出力が高い場合、電球は正常に作動している。
【００４０】
　ここで図１８を参照すると、参照符号２２２によって概略的に示されている磁石起動の
リードスイッチ又は流量スイッチからの入力ならびにロジックＡ及びＢ信号の論理情報を
処理するＣＭＯＳマイクロプロセッサ２２０によってロジックＡ及びＢ信号が受理される
ことが示されている。参照符号２２３によって概略的に示されている出力により作動され
るドライバ回路は、紫外線ランプの状態に関してＬＥＤ表示装置の点滅又は常時点灯とい
った形で音声情報及び／又は視覚情報を消費者に提供するため、磁気起動のリードスイッ
チ２２２及び論理入力Ａ，Ｂから得られる情報を処理するマイクロプロセッサ２２０によ
って制御される。以下で記述するロジック信号Ａ及びＢは、上述のランプ故障条件のうち
のいずれかが存在するときそれを表示するランプ状態ＬＥＤ表示へと直接変換される。ユ
ーザにランプの機能不良を警告するため、音声信号つまりブザー音又は警報音も提供され
得る。
【００４１】

10

20

30

40

50

(16) JP 3802086 B2 2006.7.26



　参照符号２２２によって概略的に表わされている流量スイッチは、当該技術分野におい
て公知のものであり、１９９１年１２月３日に発行された『ＦＬＯＷ　ＳＷＩＴＣＨ　Ｃ
ＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ（流量スイッチ構造）』という名称の米国特許第５，０７０，２
２０号に示されているタイプであることが好ましい。なおこの米国特許の開示は参照され
ることによって本明細書に組み込まれる。簡単に言うと、この流量スイッチは、リードス
イッチ２２５から遠位の位置までバネ２２４によって付勢される磁石２２１を含んでいる
。リードスイッチ２２５は常時閉鎖型または常時開放型であることができる。しかしなが
らこの場合には、磁石２２１を含むピストンのヘッドに水圧が加わってリードスイッチ２
２５の方向にそれを移動させるようにしたときにリードスイッチ２２５が閉鎖されて流れ
が水処理装置内に存在するという信号をマイクロプロセッサ２２０に提供するように、リ
ードスイッチ２２５は常時開放型になっている。このときこの信号は、図１６に示されて
いる紫外線電球輝度調節回路の常時閉鎖型のリレー１６５を出力２２８を介して駆動する
ために、マイクロプロセッサ２２０によって用いられる。
【００４２】
　流量スイッチ２２２及びマイクロプロセッサ２２０は、フィルタカートリッジの有効寿
命が水処理装置ユニットを通る合計累積水流量に直接関係しうることから、本発明による
フィルタモニタ回路をも含んでいる。かくして、リードスイッチ２２５が閉じられた場合
には常に、フィルタカートリッジを通って水が流れていると想定され、クロックに接続さ
れたマイクロプロセッサ２２０内のレジスタが、リードスイッチ２２５が閉鎖されている
合計累積時間に基づく合計累積流量の測定値を提供する。合計累積時間が、有効寿命の終
りつまりフィルタカートリッジの寿命の終りに結び付けられたマイクロプロセッサ内の予
め定められた設定時間に達した時点で、フィルタカートリッジが消耗しその寿命の終りに
達したという音声表示及び／又は視覚表示を消費者に提供するべく、音声又は視覚ドライ
バ２２３の内の１つ又は複数が用いられる。
【００４３】
　ここでその他の図、特に図７及び図９を参照すると、図１６に示されている紫外線電球
輝度調節回路、図１７に示されている紫外線ランプモニタ及び図１８に示されているフィ
ルタモニタは、内部隔壁２３１に固定された主回路板２３０上に取り付けられていること
が示されている。安定器回路１５４もまた主回路板２３０上に取り付けられている。流量
スイッチ２２２及び取付け用ブラケット５１（図８）をも含んでいる紫外線圧力容器サブ
組体もまた、図７に最も良く示されているように、ブラケット２３１の底部に受容されか
つ固定される。インターロックスイッチ４５はこのときブラケット５１のフレーム５０内
に受容され、主回路板２３０、安定器回路１５４及び供給源圧力容器サブ組体を含む組体
全体は、図７に最も良く示されているように、塔２３５の底部内に挿入される。塔２３５
は、図４及び図９に最も良く示されているように、直立した協働する背部２３６と共にベ
ース２２の上部を形成する。塔２３５と背部２３６とは互いに固定されると共にベース２
２の底面プレート２３８（図４及び図９に最も良く示されている）に固定されて、紫外線
供給源圧力容器を含む主要な電気サブ組体の全てを完全に包み込むようにしている。紫外
線供給源圧力容器のネジ付きネック９３のみが塔２３５の上部から延びている（図３）。
【００４４】
　ここで図３も参照すると、主回路板２３０に電気接続されている発声器ボード２４０も
また塔２３５の上部内に取り付けられているということが示されている。主回路板２３０
は、ＬＥＤ表示装置３１、音声発生器又はブザー２４１、及び主回路板２３０上に含まれ
ているモニタ回路をリセットするための押しボタンリセット２４２のためのドライバ回路
を含んでいる。ＬＥＤ表示装置３１は、３つの異なる色のＬＥＤアレイ又はランプ、すな
わち紫外線ランプの状態を表わすための赤色ランプ、フィルタの状態を表わすためのオレ
ンジ色ランプ、および水処理装置の作動状況を示すための緑色ランプを含んでいる。これ
ら３つの異なる色のＬＥＤランプは、ベース２２の塔２３５（図３に最も良く示されてい
る）内の窓２４５内に取り付けられている。塔２３５、ＬＥＤ用窓２４５及びカバー２４
には、カバー２４の３つの ２５０（図５及び図６に最も良く示されている）と３つの異
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なる色のＬＥＤランプとを自動的に見当合せする幾何形状が備えられている。図１８のマ
イクロプロセッサ２２０の概略図に示されている出力信号２２３は、以下に記載する水処
理装置の作動の項において後述される論理に従って音声発生器２４１及びＬＥＤ表示装置
３１を駆動する。以下に記述するようなブザー及びＬＥＤランプを駆動するのに必要な論
理出力を提供するべくＣＭＯＳ汎用マイクロプロセッサをプログラムすることは、当業者
の知識範囲内に充分入るものであるということも理解されたい。
【００４５】
　作動
　水処理装置１０はまず、図１において参照符号１５によって表わされているような切換
弁を有する蛇口冷水（飲料水）供給源、またはここでは図示していない飲料専用冷水蛇口
に連結される。次にこのユニットのフィルタカートリッジ２８を、図５において矢印３９
で示される方向に前方へ前面覆い又はカバー２４を引っ張ることによって挿入する。フィ
ルタカートリッジ２８の外部についている記号をユニットのベース２２についている記号
と整列させ、水フィルタ出口６１をベース２２内のポート６８内に差込む（図３に最も良
く示されている）。フィルタカートリッジ２８の上面を押しながら、ユーザは、フィルタ
カートリッジ２８の周囲上の半径方向に延びる ６５全てがベース２２内の ６６と
完全にかみ合うまで時計回りにカートリッジを回す。フィルタカートリッジ２８を取り外
すためには、これらの段階を逆転させる。
【００４６】
　紫外線ランプ２１は、図３に示されている仕切りキャップ２５１を取り除き、石英管９
０及び圧縮ナット９２を含む紫外線ランプ組体をベース２２の塔２３５の背面から上向き
に突出する圧力容器５２のネック９３内の上を向いた開口部２５２の中へと挿入すること
によって、設置される。紫外線ランプ電力コード及びプラグ４１を次に、紫外線ランプ２
１の上部から延びる４つの直立した電気コネクタ４０に接続する。紫外線ランプは圧縮ナ
ット９２上に回転可能な形で取り付けられているため、ナット９２は自由に回転する。次
にユーザは、圧力容器５２内に紫外線ランプ２１をしっかりと取り付けるよう締まるまで
ナット９２を時計回り方向に回す。その後仕切りキャップ２５１を再び設置しユニットを
、図１において参照符号１８によって表わされた家庭用電源コンセントといった適当な電
源の中に差し込む。次にフィルタモニタ回路及び紫外線ランプモニタ回路をベース２２の
塔２３５の上部上のボタン２４２を押すことによって初期化する。全ての内部構成要素が
被覆されるようにカバー２４が旋回させられ、カバー２４が閉じられた状態でユニットが
図１及び図５に示される形態となった時点でユニットはいつでも作動可能な状態となる。
紫外線ランプを取り外すためには、これらの段階を逆転させる。
【００４７】
　水処理装置ユニットのための電源コードには、装置からの漏電を自動的に検出する器具
漏れ電流遮断器（ａｐｐｌｉａｎｃｅ　ｌｅａｋａｇｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ　ｉｎｔｅｒｒ
ｕｐｔｅｒ（ＡＬＣＩ））１４０が含まれている。電気的に危険な条件が発生した場合、
ＡＬＣＩ１４０は自動的に水処理装置に対する電力を遮断する。ＡＬＣＩ装置のセットア
ップ及び再セットアップの手順は周知のものである。
【００４８】
　水処理装置の診断（フィルタモニタ及び紫外線ランプモニタ）回路は、水処理装置の状
態についての情報を連続的にユーザに提供し続ける。水処理装置の作動状態は、音声発生
器／ブザー２４１及びＬＥＤ表示装置３１によって連続的に表示される（図３）。前面カ
バー２４が閉じられ、電源がオンに切換えられると、緑色ＬＥＤ又はランプが点灯し、ユ
ニットが正常に作動していることを表示する。処理済み水が水処理装置内を流れていると
き、緑色ランプは点滅する。水処理装置のメンテナンスが必要である場合、ブザー音と赤
色又はオレンジ色のＬＥＤが、必要とされる補正措置を知らせる。ブザー２４１の１回の
音は、メンテナンスがまもなく必要となることを表わす。フィルタ又は紫外線ランプを直
ちに交換しなくてはならない場合、ブザー２４１は素早く連続して２回鳴る。ブザー２４
１が鳴る場合には常に、ユーザは必要なメンテナンスの種類を見極めるためＬＥＤ表示装
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置３１の点滅状態をチェックしなくてはならない。
【００４９】
　図１８に示されているマイクロプロセッサ２２０は、水処理装置ユニットの状態及び必
要とされるメンテナンスの種類（タイプ）を表示するべく、下記の表１に従って発声器ボ
ード（エナンシエータボード）２４０上に含まれているブザー及びＬＥＤドライバに対し
て出力信号２２３を提供するようプログラミングされている。一般に、緑色のランプがオ
ンになっているとき、ユーザは自由に水処理装置ユニットを利用することができる。処理
済み水がユニット内を通過し緑色ランプがもう１つのランプと交互に点滅している場合、
メンテナンスは必要であるがユーザはなおも水処理装置を使用し続けることができる。緑
色ランプが消えている場合、直ちにメンテナンスが必要とされる。この場合ユーザは水処
理装置を使用すべきでない。水処理装置が絶えまなく警報又はブザーを鳴らす場合、直ち
にユニットのプラグを抜かなくてはならない。電気的問題が存在しうる。
【００５０】
【表１】
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【００５１】
　なお、表１において、添字（１）を付した状態ではフィルタを交換した後にフィルタモ
ニタをリセットすることが必要である。また、添字（２）を付した状態では紫外線ランプ
を交換した後に紫外線ランプモニタをリセットすることが必要である。
【００５２】
　上述の説明は一例であり、好ましい実施態様についての説明にすぎないものとみなされ
るべきである。本発明を作製し利用する者が変更を加えることも可能であるということも
理解すべきである。本発明の真の範囲及び精神は、特許請求の範囲を基準にして確認され
るべきものであり、特許請求の範囲自体の範囲内に入るような変更を全く本発明の中に内
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含させることが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　ユースポイント即ちキッチン流しに隣接するキッチンカウンタトップに設置さ
れた本発明による水処理装置ユニットの斜視図である。
【図２】　水処理装置の部分的に断面図になった部分立面図である。
【図３】　水処理装置の部分的に分解された組立図である。
【図４】　水処理装置のベース、カバー及びヒンジの分解組立図である。
【図５】　水処理装置の上側斜視図である。
【図６】　入口及び出口水接続部分の分解組立図を伴う水処理装置の底面斜視図である。
【図７】　水処理装置のベース、主回路板及び供給源圧力容器の分解組立図である。
【図８】　水処理装置の流量スイッチ及び供給源圧力容器の分解組立図である。
【図９】　水処理装置ユニットのベース及び主回路板の分解組立図である。
【図１０】　フィルタカートリッジと係合する複数の突出部（ｔａｎｇ）を示す水処理装
置ユニットのベースの部分側面図である。
【図１１】　フィルタカートリッジの部分側面断面図である。
【図１２】　フィルタカートリッジの一部断面図となった部分側面斜視図である。
【図１３】　水処理装置の放射線供給源の一部断面図となった立面図である。
【図１４】　水処理ユニットの放射線供給源内にプラグ流れ（ｐｌｕｇ　ｆｌｏｗ）を確
立するのに使用される変向装置（ｄｉｖｅｒｔｅｒ）の斜視図である。
【図１５】　水処理装置内の流量調整器の断面図である。
【図１６】　水処理装置のための紫外線電球輝度調節回路を示す結線図である。
【図１７】　水処理装置のための紫外線電球状態モニタ回路を示す結線図である。
【図１８】　フィルタカートリッジ状態モニタを含み音声及び視覚診断出力端を駆動する
流量スイッチ及びマイクロプロセッサの結線図である。
【符号の説明】
１０…水処理装置ユニット
１１…キッチンカウンタトップ
１２…流し
１４…給水栓
１５…切換弁
１６…可撓性導管
１８…電源コンセント
２０…フィルタ
２１…放射エネルギ供給源（紫外線放電ランプ）
２２…ベース
２４…カバー
２５…脚部
２８…圧力容器（フィルタカートリッジ）
３０…フィルタ コネクタ（差込み継手）
３１…発光ダイオード表示装置
３４…ヒンジ
３５…ボス
３７…穴
４０…電気接点
４１…電気プラグ
４５…インターロックスイッチ
５０…フレーム
５６…キャップ
６０…水フィルタ入口
６１…水フィルタ出口
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６２，６３…ボール
６５…突出部
６６…穴
７０…ネジ込み継手
７３…Ｏリング
７５…トロイダルシール
９０…石英ガラス管
９２…圧縮ナット
１００…変向装置
１０５…ラジアルバッフル
１１６…グロメット
１７０…モニタ回路
１７２…変圧器
１７４…整流回路
１７６…信号発生回路
１７８，１７９…フィラメント
２２２，２２５…リードスイッチ
２２３…ドライバ回路
２３０…主回路板
２４０…発声器ボード
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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